
平
成
十
九
年
十
一
月
十
五
日
提
出

質

問

第

二

二

四

号

裁
判
員
制
度
を
前
提
と
す
る
国
連
拷
問
等
禁
止
委
員
会
勧
告
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

保

坂

展

人
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裁
判
員
制
度
を
前
提
と
す
る
国
連
拷
問
等
禁
止
委
員
会
勧
告
に
関
す
る
質
問
主
意
書

裁
判
員
制
度
導
入
の
準
備
が
進
め
ら
れ
る
中
、
そ
の
具
体
的
な
問
題
点
が
専
門
家
、
有
識
者
か
ら
多
数
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
二
〇
〇
七
年
五
月
に
「
拷
問
等
禁
止
条
約
」
締
結
国
で
あ
る
日
本
政
府
に
対
し
て
国
連
拷
問
等
禁
止
委
員

会
が
行
っ
た
勧
告
に
関
連
し
て
、
以
下
の
点
を
質
問
す
る
。

一

裁
判
員
制
度
下
で
の
代
用
監
獄
制
度
に
つ
い
て

�

司
法
研
修
所
は
、
裁
判
員
制
度
の
導
入
を
前
提
と
し
た
模
擬
裁
判
な
ど
の
統
計
資
料
か
ら
、
司
法
の
素
人
で
あ
る
市
民

裁
判
員
が
量
刑
を
含
む
判
決
に
加
わ
る
場
合
、
裁
判
官
だ
け
に
よ
る
審
理
と
比
較
し
て
明
ら
か
に
重
い
量
刑
を
選
択
す
る

傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
＊

�
）
。
こ
れ
ら
は
直
ち
に
、
量
刑
不
当
や
誤
判
の
危
険
性
を
示
唆
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
政
府
は
こ
の
事
実
を
認
識
し
て
い
る
か
。

�

代
用
監
獄
制
度
の
問
題
は
、
と
り
わ
け
逮
捕
直
後
、
調
書
作
成
の
時
点
で
行
き
過
ぎ
た
取
調
べ
が
行
わ
れ
、
結
果
的
に

「
冤
罪
の
温
床
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
「
拷
問
等
禁
止
条
約
」
に
抵
触
す
る
と
国
連
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
政
府
は
こ
れ
を
正
し
く
認
識
し
て
い
る
か
。

�

専
門
裁
判
官
は
こ
う
し
た
取
調
べ
の
傾
向
を
認
識
し
た
上
で
、
法
廷
に
提
出
さ
れ
る
証
拠
を
評
価
す
る
が
、
証
明
力
の

一



評
価
に
は
司
法
研
修
所
で
の
修
習
な
ど
専
門
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
間
違
い
な
い
か
。

一
般
に
ど
の
程
度
の
訓
練
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
か
。

�

前
項
の
よ
う
な
司
法
の
専
門
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
て
い
な
い
市
民
裁
判
員
に
は
、
法
廷
に
提
出
さ
れ
る
検
面
調
書
な

ど
の
証
拠
評
価
能
力
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
間
違
い
な
い
か
。

�

か
ね
て
よ
り
、
取
調
べ
の
行
き
過
ぎ
と
、
そ
れ
に
よ
る
不
当
な
調
書
作
成
に
よ
っ
て
「
拷
問
性
」
が
国
連
か
ら
指
摘
さ

れ
る
代
用
監
獄
制
度
を
現
状
の
ま
ま
存
続
す
る
状
況
で
司
法
の
素
人
で
あ
る
裁
判
員
を
審
理
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
は
、
右

の
各
点
か
ら
考
え
て
、
誤
審
、
誤
判
、
冤
罪
な
ど
の
危
険
性
を
著
し
く
増
大
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
、
す
で
に
専
門
家
の
指

摘
も
な
さ
れ
て
い
る
（
＊

�
）
。
政
府
は
正
し
く
認
識
し
て
い
る
か
。

�

誤
審
や
誤
判
の
危
険
性
が
明
ら
か
に
増
大
す
る
こ
と
が
内
外
専
門
家
か
ら
指
摘
さ
れ
る
な
か
で
、
政
府
は
三
権
分
立
の

大
原
則
を
堅
持
す
る
べ
く
、
適
切
な
立
法
措
置
を
講
じ
て
、
裁
判
員
制
度
の
下
で
公
正
な
裁
判
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
現

実
的
な
準
備
を
進
め
て
い
る
か
。
と
り
わ
け
裁
判
員
制
度
を
前
提
と
し
て
、
代
用
監
獄
制
度
は
即
刻
停
止
あ
る
い
は
廃
止

さ
れ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
は
ど
う
か
。

�

裁
判
員
制
度
実
施
を
念
頭
に
、
政
府
は
国
連
勧
告
を
満
た
す
代
替
措
置
の
準
備
、
検
討
を
し
て
い
る
か
。

二



二

未
決
勾
留
者
に
対
す
る
長
期
昼
夜
独
居
が
裁
判
員
裁
判
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

�

未
決
勾
留
者
の
拘
禁
症
状
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
一
般
に
重
罪
被
告
人
は
、
よ
り
軽
い
罪
に
問
わ
れ
る
一
般
被
告
人
と

比
較
し
て
「
拘
禁
反
応
」
の
発
生
率
が
高
い
と
さ
れ
る
。
二
〇
〇
七
年
十
一
月
現
在
で
、
「
拘
禁
反
応
」
の
診
断
を
受
け

て
い
る
未
決
勾
留
者
は
何
名
か
。

�

�
の
人
数
が
、
未
決
勾
留
者
数
全
体
に
占
め
る
割
合
は
ど
れ
だ
け
か
。
別
添
【
表
�
】
を
参
照
の
上
、
一
般
被
告
人
と

重
罪
被
告
人
各
々
に
つ
い
て
回
答
さ
れ
た
い
。

�

現
在
導
入
が
準
備
さ
れ
て
い
る
裁
判
員
制
度
で
は
、
死
刑
、
無
期
懲
役
な
ど
に
問
わ
れ
る
重
い
犯
罪
が
審
理
さ
れ
る
法

廷
に
限
っ
て
、
裁
判
員
が
審
理
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
右
に
見
る
よ
う
に
高
い
割
合
で
発
生
す
る
被
告
人
の
拘

禁
反
応
を
見
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
て
い
な
い
司
法
の
素
人
で
あ
る
市
民
裁
判
員
が
誤
っ
た
心
証
を
持
つ
危
険
性
は

一
切
な
い
、
と
政
府
は
考
え
る
か
。

�

市
民
裁
判
員
が
審
理
に
参
加
す
る
、
重
罪
を
裁
く
法
廷
で
、
被
告
人
が
と
る
奇
矯
な
態
度
が
「
不
真
面
目
」
「
被
害
者

や
法
廷
を
バ
カ
に
し
て
い
る
」
な
ど
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
少
な
く
な
い
。
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は

オ
ウ
ム
真
理
教
教
祖
麻
原
彰
晃
こ
と
松
本
智
津
夫
被
告
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
松
本
被
告
の
裁
判
で
は
、
傍
聴
席
の
報
道
陣

三



な
ど
、
司
法
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
て
い
な
い
者
が
抱
く
先
入
観
と
は
一
切
無
関
係
に
、
専
門
裁
判
官
に
よ
り
遵
法
的

な
手
続
き
を
も
っ
て
審
理
が
行
わ
れ
た
が
、
裁
判
員
制
度
の
導
入
は
、
傍
聴
席
、
マ
ス
コ
ミ
の
推
断
を
、
そ
の
ま
ま
判
決

に
直
結
さ
せ
る
危
険
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
政
府
の
見
解
は
ど
う
か
。

�

市
民
裁
判
員
が
抱
く
心
証
が
、
量
刑
ま
で
直
接
影
響
を
与
え
る
裁
判
員
裁
判
で
、
判
決
が
公
正
に
下
さ
れ
る
た
め
に

は
、
未
決
勾
留
者
の
拘
禁
反
応
発
症
は
絶
対
的
に
回
避
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
拘
禁
症
状
を
呈
し
た
被
告
人
は
直
ち

に
治
療
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
拘
禁
反
応
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
長
期
に
わ
た
る
昼
夜
隔
離
独
居
に
は
、
明
確

な
制
限
を
導
入
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
、
国
連
か
ら
も
勧
告
さ
れ
て
い
る
。
長
期
昼
夜
独
居
に
制
限
を
加
え
る
立
法
措
置

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
ど
う
か
。

三

受
刑
者
に
長
期
昼
夜
独
居
が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

�

刑
が
確
定
し
た
者
の
拘
禁
症
状
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
一
般
に
長
期
囚
な
い
し
死
刑
囚
は
、
よ
り
短
い
刑
期
の
一
般
囚

と
比
較
し
て
「
拘
禁
反
応
」
の
発
生
率
が
高
い
と
さ
れ
る
。
二
〇
〇
七
年
十
一
月
現
在
で
、
「
拘
禁
反
応
」
の
診
断
を
受

け
て
い
る
受
刑
者
は
何
名
か
。

�

�
の
人
数
が
、
受
刑
者
全
体
に
占
め
る
割
合
は
ど
れ
だ
け
か
。
別
添
【
表
�
】
を
参
照
の
上
、
一
般
囚
、
無
期
囚
と
死

四



刑
囚
、
各
々
に
つ
い
て
回
答
さ
れ
た
い
。

�

現
行
の
「
刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
」
（
い
わ
ゆ
る
「
新
監
獄
法
」
）
で
は
、
原
則
的

に
未
決
勾
留
者
と
既
決
囚
、
死
刑
確
定
者
を
等
し
く
取
り
扱
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
拘
禁
症
状
に
は
、
爆
発
的
な
反
応

を
見
せ
る
「
陽
性
」
の
症
状
と
、
感
覚
が
鈍
重
に
な
り
神
経
症
的
反
応
を
見
せ
る
「
陰
性
」
の
症
状
の
二
つ
が
あ
る
と
さ

れ
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
受
刑
者
は
事
件
や
被
害
者
の
こ
と
を
極
力
思
い
出
さ
ず
、
意
識
的
に
、
又
は
無
意
識
に
忘
れ

て
生
活
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
＊

�
）
。
政
府
は
こ
の
認
識
が
間
違
い
な
い
と
考
え
て
い
る

か
。

�

長
期
の
昼
夜
独
居
拘
禁
な
ど
、
顕
著
に
拘
禁
症
状
を
引
き
起
こ
す
措
置
は
、
受
刑
者
が
よ
り
効
果
的
に
犯
罪
事
実
を
反

省
せ
ず
、
か
え
っ
て
忘
却
を
促
進
す
る
働
き
を
持
つ
こ
と
が
専
門
家
に
よ
っ
て
長
ら
く
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
最
近

の
研
究
で
は
、
脳
機
能
可
視
化
技
術
な
ど
を
用
い
て
、
こ
う
し
た
反
応
が
人
間
の
脳
の
分
別
に
相
当
す
る
部
分
を
選
択
的

に
鈍
麻
さ
せ
、
感
情
の
爆
発
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
陽
性
反
応
）
あ
る
い
は
抑
圧
し
て
神
経
症
を
発
生
す
る
（
陰

性
反
応
）
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
示
唆
し
て
い
る
（
＊

�
）
。

人
工
的
に
恐
怖
の
情
動
を
喚
起
さ
れ
た
被
験
者
の
脳
血
流
を
見
る
と
、
血
中
の
酸
素
濃
度
（
酸
化
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
濃

五



度
）
が
低
下
し
、
通
常
に
思
考
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
長
期
昼
夜
独
居
な
ど
、
国
連
に
よ
っ
て
「
拷
問
等
」
に
相

当
す
る
と
認
定
さ
れ
る
処
置
に
よ
っ
て
、
受
刑
者
は
反
省
す
る
た
め
の
「
分
別
の
能
力
」
と
「
事
件
の
記
憶
」
を
奪
わ

れ
、
実
効
的
な
矯
正
効
果
の
な
い
、
単
な
る
「
拷
問
」
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
極
め
て
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
科
学
的
知
見
は
、
前
近
代
的
な
長
期
昼
夜
独
居
が
、
犯
罪
者
の
矯
正
に
な
ん
ら
役
に
立
つ
も
の
で
は
な
く
、

か
え
っ
て
有
害
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
再
び
社
会
に
出
た
元
受
刑
者
が
累
犯
を
繰
り
返
す
事
実
を
脳
生
理
学
的
な
観
点
か

ら
、
新
た
に
傍
証
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
先
の
国
連
拷
問
等
禁
止
委
員
会
は
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
「
こ
れ
を
解

除
す
る
と
の
観
点
を
も
っ
て
、
専
門
的
な
心
理
学
的
、
精
神
医
学
的
評
価
に
よ
っ
て
、
組
織
的
に
再
調
査
す
る
こ
と
を
考

慮
す
べ
き
で
あ
る
」
と
勧
告
し
た
が
、
安
倍
内
閣
の
二
〇
〇
七
年
六
月
十
五
日
の
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
六
第
三
六
八

号
）
で
は
、
一
切
の
科
学
的
根
拠
を
示
す
こ
と
な
く
「
施
設
内
の
保
安
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
行
う
必
要
が
あ

り
」
「
行
刑
実
務
に
精
通
し
た
豊
富
な
経
験
に
基
づ
く
専
門
的
・
技
術
的
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
」
と
し
た
上
で
「
刑
事

施
設
の
長
に
よ
り
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
」
と
答
弁
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
新
た
な

科
学
的
根
拠
を
踏
ま
え
て
、
政
府
の
見
解
は
ど
う
か
。

�

確
定
受
刑
者
の
長
期
昼
夜
独
居
拘
禁
は
、
連
続
に
関
す
る
制
限
が
な
い
。
こ
れ
を
制
限
す
る
立
法
措
置
を
検
討
す
る
必

六



要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
政
府
の
見
解
は
ど
う
か
。

右
質
問
す
る
。

（
注
）

（
＊

�
）

司
法
研
修
所
『
量
刑
に
関
す
る
国
民
と
裁
判
官
の
意
識
に
つ
い
て
の
研
究－

殺
人
罪
の
事
案
を
素
材
と
し
て
』

法
曹
会２００７

／０３

出
版
ほ
か
。

（
＊

�
）

團
藤
重
光
『
反
骨
の
コ
ツ
』
朝
日
新
聞
社２００７

pp.１３８

ほ
か
。

（
＊

�
）

小
木
貞
孝
『
拘
禁
状
況
の
精
神
病
理
』
異
常
心
理
学
講
座
第
�
巻
み
す
ず
書
房１９７４

加
賀
乙
彦
『
あ
る
死
刑
囚
と
の
対
話
』
弘
文
堂１９９０

ほ
か
多
数
。

（
＊

�
）

伊
東

乾
『
東
大
式
絶
対
情
報
学
』
講
談
社２００６

ほ
か
。
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参考：小木貞孝「死刑囚と無期囚の心理」�ｐ（����）

重罪被告人

��．�％

��／�	名

一般被告人

	．��％

【表�】

拘禁反応の発生率

発生数／全体

参考：小木貞孝「死刑囚と無期囚の心理」�ｐ（����）

死刑囚

��．�％


�／��名

無期囚

�	．�％

��／��名

一般囚

	．��％

【表
】

拘禁反応の発生率

発生数／全体
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